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パテントコンテストを活用した

創造力創出教育への取組み

徳島大学 出口祥啓

令和３年２月

令和２年度 文部科学省科学技術・学術政策局長賞 受賞
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知的財産権（パテントコンテスト活用）

１. 取り組み概要

定義 結果 評価

一般の授業 通常の授業では困難
（漠然となりやすい

通常の授業では明
確なターゲット設
定が困難

誰が専門家か？
基準は？

パテントコン
テストを活用
した授業

自然法則を利用した
技術的思想の創作の
うち高度のもの

パテントコンテス
トへの応募、審査、
特許出願、権利化

特許庁、弁理士に
よる判断・コメン
トを活用できる

知的貢献が日本の経済戦
略で重要な地位を占める

長期的な取り組みとして，社会
基盤を構成する人的育成，特
に教育面での取り組みが重要

大学における創造的な教育
学生自身が新しいこと（知的創造）を自主的に創出できるような教育
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１. 取り組み概要

大学・高専・高校における創造力創出教育

地域企業ニーズの反映

ニーズ収集（Ａ，Ｐ）

打合せ、見学（Ｐ，Ｃ）

授業へのニーズ展開（Ｐ, Ｄ）

パテントコンテスト・
デザインパテントコンテストの活用

ガイドライン（Ｐ，Ｄ）
応募案件に対する評価
（Ｃ，Ｐ）
コンテスト（Ａ，Ｄ）

授業化

創造力創出教育の
PDCAサイクル

徳島大学 先端工学教育研究プロジェクト（2011-2013）

徳島大学 ハ゜イロット事業（社会貢献）（2011-2013）

地域企業との連携強化（2014-2020）

知財教育の有機的連携（COC+R、産業院) （2021-）
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企業意識調査、学生意識調査

知財授業（創造力創出教育）の立上げ

高校・高専・大学との連携強化

２. 立ち上げ時期（2011-2013年度）
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新入社員（技術系，新卒）に求める能力のうち「専門分野の論文・技術
報を書ける能力」と「特許などの知的財産を創出できる能力」のどちらが
重要だと考えていますか

社会は大学に

「特許などの知的財
産を創出できる能力
を有する学生」

の育成を望んでいる。

アンケート回答企業数：111社

企業意識調査

２. 立ち上げ時期（2011-2013年度）
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学生意識調査
アンケート対象学生：工学部の３年，４年及び

博士前期課程（修士課程）

項目 特許 論文

難しい
対象

69%[学55,院75] 24%[学35,院20]

魅力ある対象 67%[学77,院63] 24 %[学14,院28]

イメージ 金銭的：
58％[学57,院59]

学術的：
84％[学74,院88]

書きたい対象 48％[学55,院45] 35％[学25,院39]

書きたい特許対象 自分のアイディア：
59％[学70,院55]

大学の研究：
32％[学28,院34]

245名

２. 立ち上げ時期（2011-2013年度）
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項目 通常の授業 本授業

-自主的創造力創出教育-

課題 全ての学生で同一 学生が課題を創出

(学生自身のアイディアに基づく)

講師 1名 ６名の弁理士

授業方法 講義と演習 Face to face ディスカッション

教材 テキスト パテントデータベース

評価 講師による解答チェック？ 弁理士

(特許庁)

発明の具体化
Face to face ディスカッション

知財授業（創造力創出教育）の立上げ

２. 立ち上げ時期（2011-2013年度）
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３. 地域企業との連携及び実用化基盤構築（2014-2020年度）

地域企業ニーズの反映
企業訪問・企業技術者との討議（授業への組込み）
学生特許実用化基盤構築

徳島県の企業 約1000社に配布
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企業訪問・企業技術者との討議（授業へ
の組込み）

３. 地域企業との連携及び実用化基盤構築（2014-2020年度）

・・・・
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学生特許実用化基盤構築

３. 地域企業との連携及び実用化基盤構築（2014-2020年度）

・・・・

ー サブライセンス付実施許諾契約（学生-大学） ー
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４.   今後の計画（2021年度-）

知財教育の有機的連携（COC+R、産業院)

産業院
イノベーション
教育科目

パテントコンテスト活用授業名
「アイデア・デザイン創造」
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御清聴

ありがとう

ございました


